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○園児一人一人の内面を理解する 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「入れて」とすぐに言葉にして参加したい気持ちを伝えられる園児もいますが、

Ｃ児のように、参加したい気持ちを表面に出せずに、一緒に遊びたい、自分なりに

このようにしてみたいという気持ちを内に秘めている園児の姿も見られます。園児

が発する言葉だけではなく、目線、表情の変化、行動、製作物など、様々な視点か

ら園児の内面を理解していくことが大切です。 

 

○園児一人一人の発達の過程を長期的に見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ児は、３歳児のときから清掃車などの「はたらくくるま」が大好きだった。また、絵を

描くことが得意であった。まだ人に対しての興味は薄かったが、好きなことに没頭する姿が

あった。 

４歳児の頃は、他の園児への興味があまりなかったため、友達と遊ぶ姿はほとんど見られ

なかった。担任は!n児の好きなことに寄り添い「はたらくくるま」の写真などを用意し、思

う存分、絵を描き続けることができるような環境を構成していた。Ｄ児の姿を見ていた周り

の園児たちも、Ｄ児は清掃車などが好きなことをよく知っていた。あるとき、他の園児から

絵が上手だと認められたり、清掃車が走っていることを他の園児に教えてもらったりする度

に、嬉しそうにしているＤ児の姿があった。その頃から少しずつ他の園児にも目が向き始め

た。その後、他の園児が恐竜の絵を描いていたことからＤ児の興味は恐竜に変わり、様々な

恐竜の絵本や図鑑を見ることで、恐竜のことをたくさん知り、誰よりも恐竜に詳しくなっ

た。やがて、年長になり気の合う友達との仲が深まり一緒に遊ぶことを楽しむようになっ

た。誕生日会の出し物では自分の得意な絵を描き、「おえかきクイズ」で皆の前でクイズを

披露する姿が見られるようになっていった。 

 

 

４歳児が、作ったものを見立てながらお店ごっこを楽しんでいた。Ｃ児は別の遊びをしな

がら、じっと店員役の友達の姿を見ている日がしばらく続いた。ある日、部屋にあった段ボ

ールハウスの中に隠れてこそこそ何かを書いていた。普段から絵など製作を始めると長い時

間を掛けて作り上げる姿があったが、時には自分の絵の中に「へた」と文字で書くなど、自

信がもちにくい姿があったため、担任は、あえて声を掛けずに見守っていた。 

その日、園児たちが帰った後にＣ児の書いていたものを見てみると、以前に年長組からも

らったような「お店のチラシ」ができていて、店名やメニュー、おすすめの商品まで詳細に

文字や絵で描き表してあった。次の日、出来上がったチラシを自分で持って見つめる姿があ

ったため、担任が「それな～に、すごいね！」と声を掛けると、嬉しそうな表情で見せてく

れた。そして、担任が「チラシを他のクラスに配りに行こうか」と提案すると「いいよ～」

と前向きな返事が返ってきた。その日を境にお店屋さんごっこに参加するＣ児の姿が見られ

るようになった。 
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３歳児の後半にもなると、保育教諭等としては、少しずつ周囲の友達に親しみを

もってほしいと願い、保護者も友達との関わりが少ないことを心配する様子が見ら

れることもあります。しかし、Ｄ児の場合は、保育教諭等が無理に友達と関わるこ

とを求めるのではなく、Ｄ児の好きなこと、得意なことを十分に体験できるよう関

わってきたことが、Ｄ児がもつ魅力を一層育てることにつながっていきました。そ

して、Ｄ児が自分のしたい遊びを十分に楽しみながら、園生活の中で安心感や満足

感を味わうことが、４歳児後半頃から見られる友達と関わる育ちの姿へとつながっ

ていったと言えます。 

園児一人一人が興味や関心をもって環境に関わり、自分のしたい遊びを十分に楽

しみながら、安心感や満足感、人との信頼関係を築いていくことが、年長児に向け

て友達との関わりを深める基盤になっていきます。そうした時期の園児の姿だけを

捉えていくのではなく、園児の発達の過程を長期的に捉えながら、園児一人一人が

今、体験していることは何か、そのことがどのようにその後の体験と関連性をもち、

今後の発達につながっていくのかを考えていくことが大切です。 

 

②園児一人一人を理解していくための手立て 

○「教育及び保育」の中での触れ合いを通して園児一人一人を理解する 

次に、園児を理解していく際の手立てについて、いくつか例を挙げて考えてみま

しょう。 

園児を理解するときには、様々な角度から細部にまでこだわって分析する視点と、

物事を全体から捉え広い視野をもって見る視点の両方をもつことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４歳児のＥ児は生き物が好きで、様々な生き物に触れ合うことを楽しんでいた。虫な

どの生き物を捕まえたときに見せる表情はとても生き生きとしており、「むしさん、み

つけた！」「あ！あそこ！」と発する声のトーン、見付けた物をじっと見ている視線か

ら、Ｅ児の心が動いていることを感じる瞬間であった。しかし、捕まえた生き物を指先

で転がしている間や手の中でつぶしてしまうことも多かったので、担任は、どのように

持つと虫が元気でいられるのか気が付いて、命を大切にしてほしいと願っていた。Ｅ児

の気持ちを理解しようと、担任が一緒に虫捕りをしていると、手先が器用でないために

虫をつぶしてしまうことが多いことに気付いた。また、手の平で動かない虫を見た後

に、その場にポイと落とす姿や、手をパンパンと払うなど、まるで動かなくなった虫を

物のように扱うように感じた。そこで担任は、一緒に捕まえた虫をケースに入れ、虫を

図鑑で調べ、どんなところが好きか、何を食べるのかなど、本児が捕まえた「むしさ

ん」の特徴を一緒に調べていくことにした。 


